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提出日：令和8年○月○日　
	応募者に関する情報
	企業名
	· 企業名を記載すること。
株式会社○○○

	
	企業の所在地
	· 企業の所在地を記載すること。
○○県○○市○○○丁目○○番地

	
	企業の法人番号
	· 企業の法人番号を記載すること。
· 法人番号がない場合は、「税務署に申告・届出をしているもののまだ通知されていない」などの理由を記入ください。

	
	担当者名
	· 担当者の氏名を記載すること。
○○　○○

	
	担当者の所属
	· 担当者の所属部署を記載すること。
○○部○○課

	
	担当者の連絡先
	· 連絡のつくメールアドレス、電話番号を記載すること。
xxx@xxx.co.jp

	応募する機器・サービスに関する基礎情報
	機器・サービス名
	· 応募するICT機器・サービスの名称を記載すること。
○○○○○

	
	カテゴリ
	· 応募するICT機器・サービスの該当するカテゴリを以下から選択し、記載すること。
＜選択肢＞
パーソナルコンピューター／ウェブコンテンツ・アプリケーション／電気通信機器／事務機器／対話ソフトウェア
記載例：
ウェブコンテンツ・アプリケーション

	
	【ウェブコンテンツ・アプリケーションの場合のみ回答】
意識した
適合レベル
	· （応募する機器・サービスがウェブコンテンツ・アプリケーションである場合のみ要回答）
JIS X 8341-3、WCAG2.1には、項目毎に、3つの適合レベルが設定されているが（レベルA、AAおよびAAA）、応募したICT機器・サービスが、これらレベルの達成を目標とした場合は、そのレベルを記載すること。
記載例：
· 適合レベルA及びAAの基準に加えて、以下の達成基準にも対応するものとした
（１）2.1.3　キーボード（例外無し）の達成基準（適合レベルAAA）
（２）2.3.2　3回のせん（閃）光の達成基準（適合レベルAAA）
（３）2.4.8　現在位置に関する達成基準（適合レベルAAA）

	
	応募する機器・
サービスの
利用者像
	· 応募するICT機器・サービスについて、どのような利用者がどのような場面で利用することを想定して開発・提供しているのかを記載すること
記載例：
· 本製品は、視覚障害者が日常の歩行を行う場面において、より安全かつ安心して歩行を支援できるよう設計されている。特に、これまでGPSによる位置測定が困難であった駅の構内やショッピングモールのような屋内空間や、人混みの多い場所など視覚障害者が単独での歩行が困難だった状況においても安全かつ安心した歩行を支援する。

	
	製品が
提供する
価値
	· 高齢者・障害者等が、応募するICT機器・サービスを用いることで得られる具体的な価値や改善について、簡潔に記載すること。（500字以内）
記載例：
· 当社の製品は、日常生活のさまざまな場面で、視覚障害者の方々の選択の幅を広げ、生活の質を向上させることに貢献していると自負している。たとえば、当社の製品を使用することで、これまで見知らぬ土地に行くことができなかった方が、一人での移動ができるようになった。また、自分に合う服装を選ぶことが難しかった方が、自信を持って自分に似合う服を選べるようになった。

	
	機能面での
アクセシビリティ
配慮
	· 応募するICT機器・サービスの情報アクセシビリティへの配慮内容について、様式１－１、様式１－２以外に記載した内容以外で、アピールしたいものがあれば、簡潔に記載すること。既に実装されている機能のみを対象とする（現在開発中の機能等については評価には含めない）（500字以内）
記載例：
· 盲ろう者が文字を読むのに時間がかかり、会議中にメモを取ることが難しいという声を受け、後で会議内容を確認できるように記録ログの保存機能を開発した。この記録ログを残すか残さないかを設定出来るようにしている。また、PC Talker、VoiceOverに加えて、NVDAに関してもスクリーンリーダー対応を行っている。

	表彰にかかる基礎情報
	企業規模区分
	· 以下の基準に基づき、組織の区分を以下二つのなかから選択し、記載すること。
· 会社法上の会社のうち、中小企業基本法第2条第1項に規定する『中小企業者』に該当しないものを「大企業」とし、それ以外のすべての法人、団体及び個人を「中小企業等」とする。

＜選択肢＞
大企業／中小企業等

	
	応募する機器・サービスの開発背景・目的
	· アクセシビリティを改善するためにつくられた製品である、または、他の目的のためにつくられた製品であるか、が判別できるよう、簡潔に記載すること（200字以内）
· 本項目の記載内容によって、好事例や特別表彰の選定可否が決まることはない。
記載例：
· 車椅子に乗る人が、日々の移動においてバリアフリー設計がされていない道に出会うたびに回り道を余儀なくされるという問題意識から、車椅子の人が不便なく移動できる道を案内することができるサービスをつくることを考えた。
· 従来は書類でのやり取りが必要不可欠であった契約手続きを、遠隔でも行うことができるサービスをつくることを考えた。

	企業の組織的な取組
	· 今回応募するICT機器・サービスに限定せず、障害者の情報アクセシビリティ確保のために組織全体でどのような取組や対応を行っているか、簡潔に記載すること。（500字以内）
記載例：
· 全社向けに、情報アクセシビリティ研修を定期的に実施している。本研修では、障害当事者の直接の声を聞く機会を設け、ユーザーのニーズに基づいた設計手法についても学んでいる。研修内容は実際の製品開発プロセスに反映され、社員が情報アクセシビリティを考慮した設計や開発を行えるようになっている。
· 情報アクセシビリティを確保するためのデザインシステムを採用しており、それに基づいた実装コンポーネントも整備している。
· 情報アクセシビリティの確保を目的としたチェックを行う社内横断組織が設置されている。この組織は、各部門と連携しながら、製品やサービスがアクセシビリティ基準を満たしているかを確認し、全社的にアクセシビリティの向上に努めている。　等

	[bookmark: _Hlk149316090]当事者ニーズを
踏まえた開発
	· [bookmark: _Hlk149316119]応募するICT機器・サービスの企画、設計、開発、製品化にあたり、高齢者・障害者等の当事者や支援者の困りごとやニーズをどのように把握し、それをどのように製品に反映させているか、当事者参画の段階を以下の中からすべて選択し、記載すること。
＜選択肢＞
企画／設計／開発

· また、各段階において関わる当事者の性質や人数の情報、ならびに、課題把握や開発後の検証などの参画の仕方も含めて、簡潔に記載すること。（750字以内）
· 本項目の記載内容は、好事例選定企業内での特別表彰を選定する際にも考慮されるため、適宜以下の特別表彰における評価基準を参照すること。

＜特別表彰における評価軸＞
・参画の実質性：特性や立場の異なる複数の当事者が参画し、製品の成り立ちに応じて、開発初期の企画・設計段階から、または、課題把握から改善・検証に至る一連のプロセスにおいて、当事者の声を機器・サービスに反映させているか。(※当事者自身による開発も含む)
・機器・サービスへの具体的影響：当事者の関与によって、当該機器・サービスのどの機能・仕様がどのように変化したかを具体的に説明できるか。
・仕組みの構造化・再現性：当事者参画のアプローチが当該機器・サービスにとどまらず、他の機器・サービスや部門にも展開・継承できる形で組織に定着しているか。

記載例：
· 【企画】【設計】【開発】
本製品（視覚障害者向け屋内歩行ナビ）の開発にあたり、全盲、弱視、上肢障害などの特性を持つ社外当事者計5名に参画いただき、企画段階から継続的な意見聴取を行った。
まず【企画】段階で日常の課題を深掘りし、「白杖で片手が塞がるため、スマホの画面を見続けるのは危険」という意見を抽出した。これを基に「スマホをポケットに入れたまま、曲がる方向を振動パターンで知らせる」という独自のナビゲーション構想を立案した。【設計】【開発】段階でも試作機を用いた実地検証を反復し、通知のタイミングや振動の強弱を調整した。
この当事者参画により、従来は支援者が必要だった「複雑な地下街での単独移動」が可能となり、当事者の外出頻度が劇的に向上するという革新的な影響を与えた。
また、本プロジェクトで確立した当事者との実地検証プロセスを基に、当事者モニターからなる『アクセシビリティ評価チーム』を社内に新設した。現在は当社の「音声読み上げ対応スマート家電」など複数の新規プロジェクトにおいても、このチームによる検証が必須の仕組みとして定着・運用されている。
· 【設計】【開発】
提供中の「宿泊予約アプリ」の改修にあたり、社内の色覚多様性の当事者1名、外部の全盲ユーザー2名、上肢障害のあるユーザー2名の計5名に参画を依頼した。
今回の改修の【設計】段階において、まず改善前の「課題把握」として操作してもらったところ、「カレンダーの日付選択が音声読み上げで操作不能」という重大な障壁を発見した。これを受け、日付をリスト形式でも選択できるようUIを根本から作り直した。その後、【開発】段階の実装後に同じ5名に「改善・検証」のためのテストを依頼した。
改修前後の両方で当事者が参画した結果、従来は家族の代行予約や電話窓口に頼らざるを得なかった全盲ユーザーが、完全に独力で予約を完結できるようになり、利便性が飛躍的に向上した。
また、今回の改修で作成した読み上げ対応の日付選択UIと前後検証のテスト項目は、社内共通のデザインシステム・開発マニュアルとして仕組み化され、現在「レストラン予約アプリ」など他部門の3つのサービス改修にも展開・実装されている。

	企業向けセミナーの
受講
	· 申込にあたっては、企業向けセミナーの受講が必須（アーカイブ視聴のみ）。 
https://www.soumu.go.jp/info-accessibility-portal/b-free/jikohyoukayoshiki/
· 受講された方は以下にチェックをつけること。
☐　情報アクセシビリティ推進に向けた企業向けセミナー（基礎編、実践編）を受講しました

	応募資料のアクセシビリティ対応
	· 本資料について情報アクセシビリティ対応が確保できているか確認のうえ、以下にチェックを付けること。
· ☐　可読性の高い色、フォント及びサイズを選択している
· ☐　スクリーンリーダー（画面読み上げソフト）が正しく機能することを確認済みである
· ☐　画像や図には代替テキストを設定している（画像や図を挿入していない場合は対応不要）





